
Page 1 of 13 

 

（原文：URL：https://mailchi.mp/theibta/rculorsyeg-2299261） 

IBTA e-News 

 

国際脳腫瘍ネットワーク 月刊ニュースレター 

2020年9月号 

＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

【トップニュース】 

IBTAによる COVID-19の調査結果がNeuro-Oncology Advances誌に発表 

2020年4～5月、国際脳腫瘍ネットワーク（IBTA）は、米国神経腫瘍学会（SNO）によるCOVID-19専

門委員会との連携の一環として、このパンデミックが脳腫瘍患者とその介護者に直接与えた影響に

関して、脳腫瘍患者とその介護者の全世界的コミュニティにおいて最初の国際的調査を実施した。

本調査の結果は現在、Neuro-Oncology Advances誌に発表されている。33カ国から患者1,459人と

介護者530人からなる総計1,989人の参加者に対して調査を終えた。筆頭著者である神経外科医の 

Mathew Voisin医師（カナダ・トロント）は次のように述べた。「本調査を通じて大量の情報が収集さ

れ、その結果、COVID-19のせいで、脳腫瘍患者とその介護者はかなり多くのストレスと不安を経験

していることが明らかになりました」。 詳しくはこちら（無料アクセス）を参照 。 

 

パキスタン脳腫瘍財団とパキスタン神経腫瘍学会（PASNO）へようこそ 

2020年9月5日、第1回年次神経腫瘍シンポジウム（1ANOS）がオンラインで開催され、パキスタン神

経腫瘍学会（PASNO）が立ち上げられた。PASNOは神経腫瘍学に特化したパキスタン初の科学系

学会で、脳腫瘍患者や脊髄腫瘍患者のケアの改善を目的としてパキスタン内外から専門医などを

集め、パキスタンにおける神経腫瘍学に関連する研究、教育、および指導に関する活動の基盤を提

供する。会員は、神経科医、神経外科医、腫瘍内科医、放射線腫瘍医、放射線科医、看護師、学

生、および神経腫瘍学に関心のある医療従事者であれば誰でも入会可能。 

PASNOの傘下にあり、その患者や介護者向けの部門であるパキスタン脳腫瘍財団（以下、同財団）

も1ANOSで立ち上げられた。同財団の使命は、パキスタンの全脳腫瘍患者に支援、教育、情報、お

よび研究を届けることである。同財団の展望は、脳腫瘍の治療法の発見と脳腫瘍患者の生活の質

の向上である。 

https://mailchi.mp/theibta/rculorsyeg-2299261
https://doi.org/10.1093/noajnl/vdaa104
https://doi.org/10.1093/noajnl/vdaa104
https://doi.org/10.1093/noajnl/vdaa104
akane
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PASNO／パキスタン脳腫瘍財団からの最新情報については、こちらをクリック、または、PASNOのウ

ェブサイトを参照。 

 

5-アミノレブリン酸（5-ALA、グレオラン）の高悪性度神経膠腫のガイド下外科的切除での

使用をカナダ保健省が承認 

カナダ保健省が高悪性度神経膠腫患者における5-アミノレブリン酸（5-ALA）と蛍光ガイド手術（FG

S）の使用を承認したと発表された。5-ALA（グレオラン）は高悪性度神経膠腫細胞を青色光下で蛍

光させる内服用の粉末状の造影剤で、神経外科医が腫瘍をより鮮明に可視化し、かつ、腫瘍をより

完全に切除することを可能にする。臨床試験のエビデンスでは、5-ALA＋FGSの併用により、従来

の手術と比較して、外科医は脳からより多くの腫瘍細胞を特定して切除できるようになり、その結果、

腫瘍切除の改良、術後合併症の減少、および患者の転帰改善につながることが示されている。 詳

しくはこちらを参照（Medexus Pharmaceuticals社プレスリリース）。オタワ地域がん財団は、5-ALAとF

GSを使用する脳腫瘍患者の治療に資金を提供するために、オタワ病院に特別助成金を授与すると

発表した。 詳しくはこちらを参照。 

 

欧州がん診療規約の公開 

9月23日、欧州がん機構はStella Kyriakides欧州連合保健・食品安全委員のバーチャルでの立合い

の下、欧州がん診療規約（以下、同規約）を公開した。同規約は、欧州の全がん患者の転帰を改善

することを目的として、優れた臨床がん診療の中核的要件を示す、市民と患者中心の声明である。

がん患者、患者団体（Kathy Oliver IBTA議長を含む）およびがん医療従事者からなるチームによっ

て共同で作成された。同規約は「欧州がん患者の権利の章典」（2014年の世界対がんデーに欧州

議会で発表され、権威のある2018年欧州保健賞を受賞した）に由来し、がんとの旅路における全て

の段階で、がん患者に対する情報の提供と支援に重点的に取り組むものである。同規約は一連の1

0種の重要な包括的権利を規定しており、特に患者が可能な限り最良の転帰を達成するために医療

制度に期待するべきことを示している。詳しくはこちらを参照。 

 

【治療関連ニュース】 

オプチューン関連皮膚疾患に関するガイダンスが発表 

Frontiers in Oncology誌に発表された総説論文では、腫瘍治療電場（TTフィールド）療法装置オプ

チューンに関連する最も一般的な副作用とその管理・予防方法が検討されている。オプチューンは

18時間以上／日の使用が理想的で、最も一般的な有害事象は皮膚トランスデューサ・アレイを貼付

した頭皮に関連する。画像ベースの症例研究ガイドでは、こうした副作用の原因、症状、および、治

療法が強調されている。詳しくはこちらを参照。 

http://joinus.braintumour.pk/
http://www.pasno.org/
http://www.pasno.org/
http://www.pasno.org/
https://www.globenewswire.com/news-release/2020/09/10/2091821/0/en/Medexus-Reports-Health-Canada-Approval-of-Gleolan-5-ALA-for-Use-in-Guided-Surgical-Resection-of-High-Grade-Gliomas.html
https://www.newswire.ca/news-releases/ottawa-regional-cancer-foundation-funds-first-in-canada-approach-to-brain-cancer-surgery-693508481.html
https://www.europeancancer.org/
https://www.europeancancer.org/2-standard/66-european-code-of-cancer-practice
https://www.frontiersin.org/articles/10.3389/fonc.2020.01045/full
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低悪性度脳腫瘍が長期の病気休暇につながることが研究で明らかに 

Neurology誌に発表された研究によると、低悪性度神経膠腫の診断から1年後、スウェーデンでは10

人中3人弱しか常勤雇用されていなかった。著者らは、2005～2015年に低悪性度神経膠腫を初め

て発症した18～60歳の患者381人を1,900人からなる対照群と比較した。データは、脳腫瘍のスウェ

ーデン国家品質レジストリ、スウェーデン社会保険庁、スウェーデン社会庁、およびスウェーデン統

計局から検索された。診断時の平均年齢は40歳であったが、診断から1年後の時点では、低悪性度

脳神経膠腫患者の28％しか常勤雇用されておらず、患者群の52％が非常勤で働いていた。これは

2年後にはそれぞれ45％と63％に増加した。著者らはリスクのある患者のリハビリテーションの必要性

が早期に認識されることを期待して、職場復帰できなくなる危険因子を特定した。詳しくはこちらを参

照。 

 

低生存率がん専門委員会の報告書が診断の迅速化を提唱 

英国脳腫瘍慈善基金（The Brain Tumour Charity）などの英国に拠点を置く6つのがん慈善団体の連合

体である低生存率がん専門委員会（Less Survivable Cancers Taskforce）による新規報告として、報告書

「致命的ながんの格差を埋める：早期発見、早期診断、命を救う」が刊行された。本報告書は英国政府

に、脳腫瘍、肝がん、肺がん、胃がん、食道がん、および膵がんの患者をできる限り確実に早期診断する

ために、共同での行動を取るよう要請している。総じて、これらのがんは英国における全がん死亡件数の

半分を占め、後期に診断されることが多く、各がんの5年生存率は30％未満である。本報告書はCOVID-

19がこの問題を悪化させている過程に着目し、政治家や政策立案者がその状況を改善する方法に関し

て提言している。詳しくはこちらを参照。 

 

 

【研究ニュース】 

再発高悪性度神経膠腫に対する再照射放射線治療は患者の生活の質を改善すると研究

で報告 

インドのタタ記念病院による最近の研究では、再発高悪性度神経膠腫に対して高線量再照射を受

けた脳腫瘍患者における患者報告による生活の質（QOL）と日常生活動作（ADL）の一連の転帰が

報告されている。患者のQOLとADLを主要評価項目とした本研究では、再照射から1年後までにQO

Lがほぼ安定し、ADLが改善したことが観察された。患者は、身体的、感情的、認知・社会的機能の

改善、疲労の減少、およびADLにおける機能的自立度の向上を経時的に報告した。患者が報告し

た転帰に関する有望な結果は再発高悪性度神経膠腫の治療選択肢における標準構成要素として

の再照射の適用を裏付けると著者らは述べている。詳しくはこちら（論文全文を読むには支払または

／定期購読が必要）を参照。 

https://n.neurology.org/content/95/7/e856
https://www.sciencedaily.com/releases/2020/09/200902082333.htm
http://lesssurvivablecancers.org.uk/wp-content/uploads/2020/08/Early-Diagnosis-report-final.pdf
http://lesssurvivablecancers.org.uk/faster-diagnosis-needed-to-beat-deadliest-cancers/
https://www.clinicaloncologyonline.net/article/S0936-6555(20)30360-5/fulltext
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髄芽腫に対する分子標的薬候補が研究で同定 

Nature Communications誌に発表された研究では、Wntシグナル経路の活性化により、ある種の小児髄

芽腫の侵襲性を低下させ、治療に対する反応を高める低分子化合物が同定された。研究者らは一連の

非臨床試験で、Wntシグナル経路が最も侵襲性が高い髄芽腫（グループ3、4）では不活性であること、お

よび、治験薬（CHIR99021）を使用するWntシグナル経路の活性化により、こうした髄芽腫は侵襲性が低

下し、動物実験では生存期間が延長したことを突き止め、こうしたWntシグナル経路活性化薬が将来の

分子標的薬になる可能性があることを示唆した。詳しくはこちらを参照。 

 

 

脳活動の変化が脳腫瘍患者の倦怠感と関連することが研究で報告 

NeuroImage：Clinical誌に発表された研究によると、脳腫瘍患者の脳活動には一定の測定可能な変

化が存在し、非常に高頻度で認められ、時に消耗性の症状を呈する倦怠感の重症度と関連してい

る。脳腫瘍患者63人（低悪性度神経膠腫、高悪性度神経膠腫、または髄膜腫）の集団が多次元倦

怠感尺度（MFI-20）の質問票に記入し、機能的MRI（fMRI）による画像診断を受けたところ、倦怠感

の重症度は「放浪思考」脳経路（「デフォルト・モード・ネットワーク」として知られる）の活動の増加と

相関することが明らかになった。 詳しくはこちら（全文閲覧可能）を参照。 

 

脳腫瘍部位に直接薬物放出するために開発された専用ケイ素樹脂素材 

ACS Biomaterials Science & Engineering誌に発表された論文によると、研究者らは、抗がん剤を膠

芽腫部位に長期間放出するよう特別に設計された小型薬物放出ケイ素樹脂ディスクを開発した。こ

の新規ケイ素樹脂ベースの母材は微視的チャネル（直径2 μm）を含み、長時間にわたって安定し

た制御された方法で抗がん剤ペイロードを放出するよう設計されている。研究者らは非臨床試験で

試験薬AT-101を使用するケイ素樹脂ディスクの試験に成功したことを報告し、今後の動物実験へ

の道筋をつけた。詳しくはこちらを参照。 

 

 

膠芽腫の放射線治療に対する感受性を高めるための新規創薬標的の発見を報告 

Nature Communications誌に発表された最近の論文の中で、カナダの研究者らは、膠芽腫腫瘍が放射

線治療による損傷に耐えるよう促す単一遺伝子オンコスタチンM（OSM）を同定した。OSMが脳腫瘍幹細

胞（腫瘍増殖を持続・促進すると考えられている細胞）のエネルギー産生に不可欠と思われると、研究者

らは報告した。細胞実験と動物実験の両者において、OSMの阻害や抑制により、膠芽腫腫瘍の放射線

に対する感受性が高くなり、その結果、動物の生存期間が延長した。研究者らは、OSMを抑制する治療

薬に関する今後の研究を提案している。詳しくはこちらを参照。 

https://www.nature.com/articles/s41467-020-17953-4
https://www.technologynetworks.com/drug-discovery/news/compound-designed-to-enhance-treatment-response-in-patients-with-medulloblastoma-339204
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2213158220302436
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2213158220302436
https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsbiomaterials.0c00094
https://medicalxpress.com/news/2020-08-side-effects-treatment-brain-tumours.html
https://www.nature.com/articles/s41467-020-17885-z#Sec2
https://www.nature.com/articles/s41467-020-17885-z
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神経腫瘍学における「ラジオゲノミクス」の将来 

American Journal of Neuroradiology誌に発表された総説論文で、「ラジオゲノミクス」が今後数年の

間に脳腫瘍治療において果たす役割とその実施方法が考察されている。「イメージング・ゲノミクス」

としても知られるこの技術は急速に発展しており、MRI検査だけで脳腫瘍が有する遺伝的・分子的特

性を予測するものである。こうしたマーカーは診断や治療計画に重要で、この「バーチャル生検」法

は神経腫瘍学においてますます重要な役割を果たす可能性があると、本論文の著者らは述べてい

る。詳しくはこちらを参照。 

 

イヌを対象とするカテーテルにより神経膠腫部位に送達される抗がん細胞毒素の第1相試

験がヒトを対象とする臨床試験に向けて始動 

Neuro-Oncology誌に発表された研究によると、神経膠腫を有するイヌにおける新規脳腫瘍治療薬

（WPD101）の第1相試験の成功により、ヒトでもこの薬剤の試験が行われる可能性がある。WPD101

は神経膠腫細胞上の特定の受容体IL13RA2およびEPHA2を標的とする毒素保有分子混合物であ

る。リアルタイムMRI監視下で腫瘍部位に小型カテーテルにより投与される（「対流強化送達（CED）」

と言う）。本第1相試験で、WPD101は前回のヒトに対する用量の最大6倍の用量で忍容性が高く、試

験対象のイヌの半数（16頭中8頭）で腫瘍容積が最大94％減少した。詳しくはこちらを参照。製薬企

業WPD Pharmaceuticals社もプレスリリースで、ヒトでのWPD101の早期臨床試験を計画していると発

表した。詳しくはこちら（同社プレスリリース）を参照。 

 

血液型O型は他のABO血液型と比較して、膠芽腫における生存期間が長いと研究で判明 

Journal of the College of Physicians and Surgeons Pakistan誌に発表された、2012年4月～2020年5月に

膠芽腫と診断された患者238人を対象としたトルコの研究で、血液型と全生存期間の統計的関連性が明

らかになった。O型の患者は他の血液型（非O型）の患者と比較して、有意に生存期間が長かった（22カ

月）。全生存期間はA型で14カ月、B 型で11カ月、AB型で6カ月であった。本研究の著者らは相関関係

を確認し、根本原因を調査するために、さらなる研究を行うよう推奨している。詳しくはこちら（全文PDF記

事)を参照。 

 

 

【企業ニュース】 

膠芽腫治療を目的とする個別化がん免疫療法DCVax-Lの第3相試験の終了が間近に迫る

中、Northwest Biotherapeutics社は生産規模の拡大に向けて準備を進める 

http://www.ajnr.org/content/early/2020/09/10/ajnr.A6769
https://academic.oup.com/neuro-oncology/advance-article/doi/10.1093/neuonc/noaa196/5894210
http://www.globenewswire.com/news-release/2020/09/01/2086830/0/en/WPD-Pharmaceuticals-Announces-New-Publication-Demonstrating-Highly-Effective-Anticancer-Therapy-in-Animals-with-Spontaneous-Tumors-using-WPD101-Drug-Candidate.html
http://www.globenewswire.com/news-release/2020/09/01/2086830/0/en/WPD-Pharmaceuticals-Announces-New-Publication-Demonstrating-Highly-Effective-Anticancer-Therapy-in-Animals-with-Spontaneous-Tumors-using-WPD101-Drug-Candidate.html
https://jcpsp.pk/oas/mpdf/generate_pdf.php?string=WmJvL0NHaVc5Tkl1Nzd2NE92YndUZz09
https://jcpsp.pk/oas/mpdf/generate_pdf.php?string=WmJvL0NHaVc5Tkl1Nzd2NE92YndUZz09
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個別化がん免疫療法DCVax-Lを開発しているNorthwest Biotherapeutics社は、英国ソーストンにあ

る製造工場で製造準備・計画の集中プログラムを強力に推進していると発表した。膠芽腫を対象と

したDCVax-Lの第3相試験の終了が近づく中、製造担当者は2020年10月中旬までに第1段階の製

造を完了できるように、2交代で作業を行っている。 詳しくはこちら（同社プレスリリース）を参照。2つ

の個別の発表（こちらとこちら）で、Northwest Biotherapeutics社は膠芽腫を対象としたDCVax-Lの

第3相試験に関する優れた臨床試験データが達成されたこと、Flaskworks社（DCVaxなどの細胞治

療製品の製造量増加に役立つ技術を開発している別の企業）を買収したことを正式に発表した。 

 

GT Medical Technologies社は転移性脳腫瘍患者を対象としたGammaTileを後押しする試

験データを発表 

GT Medical Technologies社は、（他の部位から脳に腫瘍が転移している）大きな脳転移のある患者

を対象とする同社のGammaTile療法＋腫瘍切除手術の併用療法の臨床試験データを発表した。外

科的標的放射線治療（STaRT）であるGammaTile療法では、放射線を放出するコラーゲンの「タイ

ル」を腫瘍部位に外科的に移植する。転移性脳腫瘍に関するSNO2020バーチャル会議で発表され

たデータによると、16人の患者を対象とした臨床試験から、同一患者が以前に受けた一連の治療と

比較して、局所病変進行までの期間（TTP）が統計学的に有意に延長していることが明らかになっ

た。詳しくはこちら（同社プレスリリース）を参照。 

 

FDAがびまん性橋膠腫を対象とするOblato社の治験薬の希少疾病指定を承認 

米国食品医薬品局（FDA）はOKN-007（再発膠芽腫を対象とした第2相試験を実施中の治験薬）に

対して、びまん性橋膠腫（DIPG）を対象とする希少小児疾患指定（RPDD）および悪性神経膠腫治

療薬としての希少疾病用医薬品指定を行った。 ニュースリリースによると、OKN-007の製造元である

Oblato社は2021年にDIPG患者を対象とした臨床試験を開始する予定である。詳しくはこちらを参

照。 

 

FDAがPlus Therapeutics社のレニウム・ナノリポソーム治療薬を希少疾病用医薬品指定 

FDAは再発膠芽腫治療におけるレニウム・ナノリポソーム（RNL）治療薬の希少疾病用医薬品指定を

行ったとPlus Therapeutics社は発表した。RNLは放射線を放出する金属であるレニウムを含む脂質

ベースの微粒子で、外科的に挿入した小型カテーテルにより腫瘍部位に直接投与される（「対流強

化送達」と言う）。RNLは現在、再発膠芽腫を対象とした第1相用量設定試験「ReSPECT」が実施され

ている。詳しくはこちら（同社プレスリリース）を参照。 

Gan & Lee Pharmaceutical社の経口薬GLR2007がFDAによる希少疾病用医薬品指定を取

得 

https://nwbio.com/nw-bio-accelerating-sawston-plant-phase-i-buildout-construction-crews-working-double-shifts-to-accelerate-completion-despite-covid-effects/
https://nwbio.com/nw-bio-announces-completion-of-further-data-gathering-for-phase-iii-trial/
https://nwbio.com/northwest-biotherapeutics-acquires-flaskworks-breakthrough-automation-technology-for-cell-therapy-products-to-enable-scale-up-of-production-volumes-and-reduction-of-production-costs/
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT03088579
https://academic.oup.com/noa/article/2/Supplement_2/ii6/5877612
https://www.businesswire.com/news/home/20200818005225/en/GT-Medical-Technologies-Announces-Data-Demonstrating-Positive
https://www.businesswire.com/news/home/20200818005225/en/GT-Medical-Technologies-Announces-Data-Demonstrating-Positive
https://www.eurekalert.org/pub_releases/2020-09/omrf-btd090120.php
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT01906385?term=rhenium
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT01906385?term=rhenium
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT01906385?term=rhenium
https://www.globenewswire.com/news-release/2020/09/01/2086742/0/en/Plus-Therapeutics-Inc-receives-FDA-Orphan-Drug-Designation-for-its-Novel-Glioblastoma-Treatment.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2020/09/01/2086742/0/en/Plus-Therapeutics-Inc-receives-FDA-Orphan-Drug-Designation-for-its-Novel-Glioblastoma-Treatment.html
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FDAが悪性神経膠腫の治療薬として医薬品GLR2007の希少疾病用医薬品指定を承認したこともGa

n & Lee Pharmaceuticals社は発表した。GLR2007は経口薬で、脳腫瘍でのがん細胞の増殖を加速

させるサイクリン依存性キナーゼ4/6（CDK 4/6）を阻害する。GLR2007は現在、（膠芽腫を含む）固

形がん患者を対象とした第1相臨床試験で評価されている。詳しくはこちら（同社プレスリリース）を参

照。 

 

【脳腫瘍コミュニティニュース】 

オーストラリア製アプリ「Breathing Space（一息つける時間）」が脳腫瘍患者のコミュニティを

支援 

精神衛生の専門家や脳腫瘍既往歴がある人々のコミュニティを通じて、脳腫瘍患者の家族や友人

が支援や指導を受けられる安全な場所を提供する無料のモバイル・アプリが公開された。オーストラ

リアのニューカッスル大学とハンター医学研究所の精神衛生の研究者が脳腫瘍の慈善団体である

マーク・ヒューズ財団（MHF）からの技術革新助成金の支援を受けて開発したこのプロジェクトは、脳

腫瘍と診断された親愛な人がいるオーストラリア人100人の募集を目指している。MHFの共同創設者

であるMark Hughes氏はこのプロジェクトに関して次のように述べる。「私が初めて脳腫瘍と診断され

たとき、家族はいつも私のそばにいてくれましたが、家族のそばには誰がいたのでしょうか」。詳しく

はこちらを参照。 

 

4施設が小児脳腫瘍コンソーシアムの会員に 

米国を拠点とする小児の中枢神経系原発腫瘍に特化した学際的な共同研究組織である小児脳腫瘍コ

ンソーシアムは、ダナ・ファーバーがん研究所（米国マサチューセッツ州ボストン）、トロント小児病院（カナ

ダ・オンタリオ州トロント）、フロリダ大学（米国）、およびネイションワイド小児病院（米国オハイオ州コロン

バス）の4施設が会員になったと発表した。医療施設は競争により選ばれ、1999年に設立された本コンソ

ーシアムの会員になる。また、医療施設はそれぞれの専門知識を共有し、小児脳腫瘍の治療法の改良

を目的とした新規臨床試験を開発・実施している。詳しくはこちらを参照。 

 

 

新たな始まり：ミーガンの抱擁 

19年にわたり、カナダを拠点とする「ミーガンの歩み：希望の輪をつくる会」は脳腫瘍の診断を受けた

小児のケアを変える原動力となってきた。この地域社会に根ざした非営利団体はシックキッズ財団を

介して、小児脳腫瘍の研究に580万カナダドル（約4.6億円）以上の資金を提供してきた。2020年9月

1日、「ミーガンの歩み」は新しい外観と名称「ミーガンの抱擁：希望の輪をつくる会」でその第一歩を

踏み出し、独立した慈善団体としての新たな始まりを示した。その使命は地域社会の力を利用して、

https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT04444427?term=glr2007&draw=2&rank=1
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT04444427?term=glr2007&draw=2&rank=1
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT04444427?term=glr2007&draw=2&rank=1
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT04444427?term=glr2007&draw=2&rank=1
https://clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT04444427?term=glr2007&draw=2&rank=1
https://www.prnewswire.co.uk/news-releases/phase-1-drug-candidate-glr2007-developed-by-gan-amp-lee-has-been-granted-orphan-drug-designation-by-the-us-fda-822457661.html
https://www.prnewswire.co.uk/news-releases/phase-1-drug-candidate-glr2007-developed-by-gan-amp-lee-has-been-granted-orphan-drug-designation-by-the-us-fda-822457661.html
https://markhughesfoundation.com.au/
https://www.newsofthearea.com.au/pilot-app-looking-to-recruit-brain-cancer-support-providers-58492
https://www.pbtc.org/
https://www.pbtc.org/
https://www.healio.com/news/hematology-oncology/20200831/four-institutions-join-pediatric-brain-tumor-consortium
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小児脳腫瘍研究のための啓発と資金調達を行い、小児患者とその家族のために希望を育み、転帰

を改善させることである。その展望は脳腫瘍で苦しむ子供とその家族がいない世界である。新しいウ

ェブサイトはmeaganshug.comで閲覧可能。 

 

CERN財団がNBTSの指定プログラムに 

CERN財団（以下同財団）は上衣腫患者などの生活の改善を目的とした米国を拠点とする非営利団

体である。同財団は米国National Brain Tumor Society （NBTS）の指定プログラムになると発表した。

公式声明で、Kimberly Wallgren氏（CERN事務局長）とDavid F. Arons氏（NBTS会長）は次のように

述べた。「私たちの団体を完全に纏め上げる動きは、ワシントンD.C.での上衣腫啓発デー・イベント

の共催、その次の「丘へ向かおう」運動への参加、および最近の上衣腫研究・教育基金の共同創設

に始まる長年の協力関係の上に構築されたもので、全関係者によって受け入れられ、利益を得てき

た関係をさらに強化し、体系化することになります」。 詳しくはこちらを参照。 

 

小児脳腫瘍に対する希少脳腫瘍コンソーシアムが新規ウェブサイトを発表 

希少脳腫瘍コンソーシアム（RBTC）は新たなウェブページ開設を発表する。RBTCは発足以来、140

の国際共同センターからなるネットワークに成長し、希少小児脳腫瘍患者用のより優れた治療法や

診断装置の発見に重点的に取り組んでいる。こうした脳腫瘍には、非定型奇形腫様ラブドイド腫瘍

（ATRT）、多層性ロゼットを有する胎児性腫瘍（ETMR）、および松果体部腫瘍（中間型松果体実質

腫瘍［pineal parenchymal tumor of intermediate differentiation: PPTID］、松果体芽腫［pineoblastoma: P

B］）が含まれる。RBTCのウェブサイトは希少脳腫瘍の理解と治療における新たな進展に関する情報

を掲載し、また、保護者や医療従事者がRBTCの登録簿に小児を登録し、世界中の臨床専門家とつ

ながる機会も提供する。新たなウェブサイトにアクセスするには、こちらをクリック。 

 

【その他のニュース】 

9年後、Pearl Jam ファンであるテレビキャスターが膠芽腫を克服し、夢を叶えた方法を語る 

元テレビキャスターのBill Castrovince氏はWebMDで、膠芽腫と診断されて以来直面してきた多くの

課題を克服してきた方法、具体的に歩行の再学習、結婚、子供が生まれたことなどの経験を語っ

た。2011年にCastrovince氏はPearl Jamのコンサートを観に行く途中で診断を受けたが、最終的には

大好きなPearl Jamのバンドを何度も観る時間を作った方法やPearl Jamが彼のために歌ってくれる機

会を得たことを説明している。詳しくはこちらを参照。 

 

 

http://meaganshug.com/
https://www.cern-foundation.org/news/national-brain-tumor-society-nbts-and-the-cern-foundation-announce-official-plans-for-cern-to-become-a-designated-program-of-the-nbts
https://lab.research.sickkids.ca/annie-huang/rbtc/
https://lab.research.sickkids.ca/annie-huang/rbtc/
https://blogs.webmd.com/my-experience/20200910/i-beat-brain-cancer-and-got-a-shout-out-from-pearl-jam
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【学会ニュース】 

現在のCOVID-19パンデミックの影響で、世界中の多くの対面式の会議や学会が中止、延期、またはバ

ーチャルイベントに変更されている。私たちはこのニュースに遅れを取らないように最善を尽くしている

が、予定されているイベントの状況については、必ず会議主催者に確認のこと。 

 

2020/2021年の学術会議（抜粋） 

2020 

10月 

第15回欧州神経腫瘍学会（EANO）総会 

現在はウェビナーシリーズへ変更、2020年10月7日と21日、2020年11月4日、2020年12月2日と16

日、2021年1月13日と27 日（EANOウェビナーシリーズ、EANO会員のみ無料) 

次回の対面のEANO総会は2021年にロッテルダム市、また2024年にグラスゴー市で開催予定 

 

脳腫瘍会議2020総会 

現在、2021年6月へ変更 

2020年10月14～16日 以下記載の2021年の新しい日程を参照。 

ポーランド ワルシャワ 

 

第13回神経腫瘍学共同臨床試験グループ（COGNO）年次学術総会 

現在、2021年10月へ変更 

2020年10月18～20日 以下記載の2021年の新しい日程を参照。 

オーストラリア メルボルン 

 

11月 

米国神経腫瘍学会臨床試験講座 

バーチャルで開催 

https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eanowebinar/
http://braintumorswarsaw.pl/
http://braintumorswarsaw.pl/
http://braintumorswarsaw.pl/
https://www.cogno.org.au/content.aspx?page=cognoasm-home
https://www.cogno.org.au/content.aspx?page=cognoasm-home
https://www.cogno.org.au/content.aspx?page=cognoasm-home
https://www.cogno.org.au/content.aspx?page=cognoasm-home
https://www.cogno.org.au/content.aspx?page=cognoasm-home
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/About_Content/News_Pages/SNO_Clinical_Trials_Course.aspx
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2020年11月17～18日 

オンライン開催 

 

欧州がんサミット2020 

バーチャルで開催 

2020年11月18～19日 

オンライン開催 

 

第25回米国神経腫瘍学会年次総会（SNO2020） 

バーチャルで開催 

2020年11月19～21日 

オンライン開催 

 

12月 

第19回国際小児脳腫瘍シンポジウム（ISPNO2020） 

ハイブリッドミーティング（オンライン＋対面） 詳細はウェブサイトを参照 

2020年12月13～16日 

長野県軽井沢 

オンライン開催 

 

2021 

3月 

UICC 世界がん会議 

2021年開催予定は中止 

2021年3月16～18日 

オマーン マスカット 

https://www.europeancancer.org/summit
https://www.europeancancer.org/summit
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/WEB/Annual_Conference/Copy_of_Annual_Meeting.aspx
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/WEB/Annual_Conference/Copy_of_Annual_Meeting.aspx
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/WEB/Annual_Conference/Copy_of_Annual_Meeting.aspx
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/WEB/Annual_Conference/Copy_of_Annual_Meeting.aspx
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/WEB/Annual_Conference/Copy_of_Annual_Meeting.aspx
http://ispno2020.umin.jp/
http://ispno2020.umin.jp/
http://ispno2020.umin.jp/
http://ispno2020.umin.jp/
http://ispno2020.umin.jp/
https://www.worldcancercongress.org/
https://www.worldcancercongress.org/
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4月 

SNO／NCI 合同シンポジウム：中枢神経系腫瘍の代謝を標的にする 

2021年4月6～7日 

米国 メリーランド州 

 

キャンサー・リサーチUKケンブリッジ・センター神経腫瘍学会議2021 

2021年4月19～20日 

英国 ケンブリッジ 

 

5月 

第6回世界連合神経腫瘍学会 (WFNOS）総会（4年に1回開催）と第18回アジア神経腫瘍学会（ASN

O）総会 

2021年5月 6～9日 現在2022年3月24～27日へと延期 

大韓民国 ソウル 

  

6月 

2021 SNO小児科学会– 第6回小児神経腫瘍学基礎・橋渡し研究会議（隔年開催） 

2021年6月11～12日 

米国 ワシントン D.C. 

 

脳腫瘍会議2021総会 

2021年6月21～23日 

ポーランド ワルシャワ 

 

9月 

https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/Brain_Metabolism_.aspx?hkey=dcdaf818-a370-443c-8b3c-92f765b139b0
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/Brain_Metabolism_.aspx?hkey=dcdaf818-a370-443c-8b3c-92f765b139b0
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/Brain_Metabolism_.aspx?hkey=dcdaf818-a370-443c-8b3c-92f765b139b0
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/Brain_Metabolism_.aspx?hkey=dcdaf818-a370-443c-8b3c-92f765b139b0
https://crukcambridgecentre.org.uk/research/programmes/neuro-oncology/neuro-oncologyconference2021
https://crukcambridgecentre.org.uk/research/programmes/neuro-oncology/neuro-oncologyconference2021
https://crukcambridgecentre.org.uk/research/programmes/neuro-oncology/neuro-oncologyconference2021
https://crukcambridgecentre.org.uk/research/programmes/neuro-oncology/neuro-oncologyconference2021
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
http://www.wfnos2021.org/
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/2021_Pediatric.aspx?hkey=5970ca70-3003-4b4a-94ff-6937e800a374
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/2021_Pediatric.aspx?hkey=5970ca70-3003-4b4a-94ff-6937e800a374
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/2021_Pediatric.aspx?hkey=5970ca70-3003-4b4a-94ff-6937e800a374
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/2021_Pediatric.aspx?hkey=5970ca70-3003-4b4a-94ff-6937e800a374
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/2021_Pediatric.aspx?hkey=5970ca70-3003-4b4a-94ff-6937e800a374
https://www.soc-neuro-onc.org/WEB/Event_Content/2021_Pediatric.aspx?hkey=5970ca70-3003-4b4a-94ff-6937e800a374
http://braintumorswarsaw.pl/
http://braintumorswarsaw.pl/
http://braintumorswarsaw.pl/
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第15回欧州神経腫瘍学会（EANO）総会 

2021年9月23～26 日 

オランダ ロッテルダム 

 

10月 

第13回神経腫瘍学共同臨床試験グループ（COGNO）年次学術総会 

2021年10月24～26日 

オーストラリア メルボルン 

 

11月 

米国神経腫瘍学会年次学術集会（SNO2021） 

最新情報はウェブサイトを参照 

2021年11月17～21日 

米国 マサチューセッツ州ボストン 

 

 

2020年、2021年に開催予定の脳腫瘍患者やその擁護団体によるイベントや学術会議（バーチャルか対

面かは問わず）を企画している方、ご存知の方、または上記イベントにお気づきの方は、kathy@theibta.

orgまで イベントページに掲載可能。 

 

 

IBTAウェブサイトの会議ページで、今後の学術会議やイベントの最新情報を確認のこと。 

 

＝＝翻訳者：渡邊 岳／JAMT（ジャムティ）翻訳チーム＝＝ 

https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eano2020/
https://www.eano.eu/eano2020/
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IBTA（国際脳腫瘍ネットワーク）について 

私たちについて 国際脳腫瘍ネットワーク（The International Brain Tumour Alliance：IBTA）は2005年

に設立されました。各国の脳腫瘍患者や介護者を代表する支援、提唱、情報グループのネットワークであ

り、脳腫瘍の分野で活躍する研究者、科学者、臨床医、医療関係者も参加しています。詳細は www.theibt

a.org をご覧ください。 

ご意見をお聞かせください。IBTAコミュニティで共有したいニュースがあれば、ぜひお聞かせください。宛

先：chair@theibta.org月刊ニュースレターやホームページを通じて、ご購読者の皆様にできるだけ多くの

情報を中継していく予定です。メールニュース記事の選択は、編集者の裁量で行われます。Copyright © 

2020 The International Brain Tumour Alliance, All rights reserved. 無断複写・転載を禁じ

る。  

（免責事項）国際脳腫瘍ネットワーク（IBTA）は、e-News（あるいはIBTA向け、またはIBTAに代わって作成

されニュース内でリンクを提供しているすべての資料、報告書、文書、データ等）に掲載される情報が正確

であるよう尽力しています。しかし、IBTAはe-News内の情報の不正確さや不備について一切の責任を負いま

せん。また、その情報やリンク先のWebサイト情報など、第三者の情報の不正確さに起因する損失や損害に

ついても一切の責任を負いません。このe-Newsに掲載される情報は教育のみを目的としたものであり、医療

の代替となるものではなく、IBTAウェブサイト上の情報は、医療上のアドバイスや専門的サービスを提供す

ることを意図したものではありません。医療や診察については、主治医にご相談ください。臨床試験のニュ

ースを掲載することは、IBTAの特定の推奨を意味するものではありません。IBTA e-Newsからリンクされて

いる他のウェブサイトは、IBTAは管理していません。したがって、その内容については一切責任を負いませ

ん。IBTAは読者の便宜のためにニュース内でリンクを提供しているものであり、リンク先のウェブサイトの

情報、品質、安全性、妥当性を検証することはできません。IBTAのプロジェクトに企業が協賛することは、

IBTAが特定の治療法、治療レジメン、行動の推奨を意味するものではありません。（スポンサーの詳細につ

いては、スポンサーシップ・ポリシーをご覧ください）。e-Newsに掲載されている資料の見解や意見は、必

ずしも国際脳腫瘍ネットワークのものではない場合があります。 

  

 


